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※概要（Summary）： 

今回我々は、スピンが完全に分極している強磁性金

属（F）LSMO と超伝導体（S）YBCO を PLD で蒸

着し、フォトリソグラフィー、FIB の加工により S-

F-S 接合を作製した。接合に流れる I-V 測定から

Cooper 対のコヒーレンス長、微分コンダクタンスを

測定し、最終的には Cooper 対のスピンがどのように

結合しているのかを明らかにすることを目標とし、

接合の作製と輸送特性測定の実験を行った。今回、

FIB を用い LSMO の YBCO スリット幅が 400nm の

接合（図 1）を作成し、電流-電圧を測定した。その

結果、超伝導電流が流れたが、これが近接効果に起

因するか否かの結論は出ていない。 

 

※実験（Experimental）： 

【利用した主な装置】 

1. レーザー露光装置 

2. 電子ビーム描画装置 

3. 化合物ドライエッチング装置 

4. 走査電子顕微鏡 

5. 12連電子線蒸着装置 

6. FIB-SEMダブルビーム装置 

 

【実験方法】 

SrTiO3基板の上に PLDで LSMOと YBCO、Auを

順に蒸着させた試料を用意。レジスト AZ5214Eを用

いてレーザー露光を行い、幅 2μm×長さ 4μmのス

トライプ部分を作製した。そして、そのストライプ

部分を FIBを用いて YBCOだけを取り除く加工を行

った（図 1）。             

 

※結果と考察（Results and Discussion）： 

FIB の加工によって作製した 3 つの 400nm 接合のう

ち作ったうちの 1つにおいて、超伝導電流が観測された。

しかし、1. YBCO が着実に削れている、2. YBCO 残り

設計よりも小さい Gap ができている、3. YBCO が残り

その YBCO が超伝導となっている、の 3 つの可能性が

あり、今後それぞれの可能性について検証していく予

定である。 
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図 1 YBCO-LSMO-YBCO素子の概略図と SEM像 

 


